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米国経済点描（2008.6.27） 

～2008 年第Ⅰ四半期実質 GDP 成長率（確定値）～ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

‐6

‐4

‐2

0

2

4

6

8

10

19
98

‐I 

19
98

‐II
 

19
98

‐II
I 

19
98

‐IV
 

19
99

‐I 

19
99

‐II
 

19
99

‐II
I 

19
99

‐IV
 

20
00

‐I 

20
00

‐II
 

20
00

‐II
I 

20
00

‐IV
 

20
01

‐I 

20
01

‐II
 

20
01

‐II
I 

20
01

‐IV
 

20
02

‐I 

20
02

‐II
 

20
02

‐II
I 

20
02

‐IV
 

20
03

‐I 

20
03

‐II
 

20
03

‐II
I 

20
03

‐IV
 

20
04

‐I 

20
04

‐II
 

20
04

‐II
I 

20
04

‐IV
 

20
05

‐I 

20
05

‐II
 

20
05

‐II
I 

20
05

‐IV
 

20
06

‐I 

20
06

‐II
 

20
06

‐II
I 

20
06

‐IV
 

20
07

‐I 

20
07

‐II

20
07

‐Ⅲ

20
07

‐IV
 

20
08

‐I 

(%) 実質ＧＤＰ成長率の推移

政府消費支出・総投資

財・サービスの貿易収支

総民間国内投資

個人消費支出

GDP

  
6 月 26 日、米国商務省経済分析局（BEA）が公表した 2008 年第 1 四半期（1 月～3

月）の季節調整済みの実質 GDP の確定値（final）は、年率換算で 1.0%成長に、これま

で公表された速報値の 0.6％、暫定値の 0.9％よりも 0.1％ポイント上方修正された。 
 

 その結果、経済成長に対する各需要項目の寄与度は、民間消費支出の寄与度が 0.81％
ポイント、住宅を除く民間設備投資が 0.06％ポイント、住宅投資が▲1.12％ポイント、

在庫純増が 0.01％ポイント、政府支出が 0.41％ポイント、輸出が 0.66％ポイント、輸

入が 0.12％ポイントとなっている。 
 改めて、サブプライム問題による住宅需要の不振が、景気を悪化させている様子が確

認された。 


